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0．はじめに 

 
この人たちは、何をしているのだろう？ 
 
1．アストロラーベ 
 事前に皆さんに作ってもらった道具の名前です。 
 
・古代から 17世紀以降にかけて使われてきた 
・ 表は、主に星座や太陽等の天体観測に用いる。 
・ 裏は、主に、測量や計算に用いる。 
・ 裏には、指方規という両端に穴の開いた定規がある。 
 
 。 
 

このアストロラーベが、今回の授業のカギになります！ 
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アストロラーベ（裏面） アストロラーベ表面（雷文盤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 アストロラーベ（地域盤） 
 

 

指方規（裏面用） 
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では、早速、アストロラーベを使ってみよう！！ 
 
2.アストロラーベで「高度」を測る① 
 
 アストロラーベについて詳しく書かれている昔の本として、1391 年に
ジェフェリー・チョウサー（Geoffrey Chaucer）という作家がアストロラ
ーベの取扱説明書”A T eatise on The Astrolabe”という本を書いています。
今回はその本の原典（と和訳）を見ることで、チョウサーが伝えたかった

アストロラーベの使い方を推測してみよう。 

r
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和訳） 
２．太陽や他の天体の高度を知るために 

 アストロラーベのリングを右の親指に乗せ、太陽の光に対して左に向け。

そして、指方規を太陽光がこの指方規の両方の穴を通り抜けるまで上下に

動かす。そしたら、指方規が東の線の小さい十字からどの程度の度数上が

っているかを見て、そこに太陽の高度を取れ。そして、同じ方法で、夜間

に、月や明るい星の高度を知る。 
 
＜ワークシート 問題１＞ 
（１）この文章で「高度」とはどういう意味か？ 
（２）チョウサーのいう使い方はどのような方法か？ 
  図を描き、私たちの数学を使って説明しよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．アストロラーベで「高度」を測る② 
 今度は、裏面の“umbra recta（正方形の下の辺）”の目盛りを用いた塔
の「高度」の測りかたです。さっきのテクニックを少し使います。 
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和訳） 
４１．Umbra Recta（正方形の下の辺） 

 もしあなたが umbra rectaによって作業をしたくて、塔の真下まで行く
ことができるなら、この方法で作業できるだろう。4 の点に指方規がくる
ように両方の穴によって塔の高度をとれ。例えばこのように：私は彼（塔）

を 4の点で見て、そのとき、私と塔の間が 20フィートだった；そしたら、
私は 12に対する４をもつ、まさにそれは塔の高度に対する私と塔の間（の
距離）である。４は 12の 3分の１のため、私と塔の間は塔の高度の 3分
の 1である。；これより、３つの 20フィートに自身の目の高度を加えたも
のが塔の高度だ。 
 
＜ワークシート 問題２＞ 
（１）前の問題と比べて、おかしいなと思った箇所・さっきと変化してい

る箇所はないだろうか？あるとしたらどこか？ 
（２）チョウサーが今回書いている使用法はどういったものか？ 
  図を描き、私たちの数学を用いて説明しよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．アストロラーベで高度を測る③ 
②では、「高度＝長さ」を塔からの距離を使って測ったが、もし、測り

たいものの真下に行けないときはどうするのだろう？ 
 今度は“umbra versa（正方形の横の辺）”の目盛りを用いる。 
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和訳） 
４２．Umbra Versa（正方形の横の辺） 

 Umbra versaによる別の作業の方法。もしあなたが塔の真下にいけない
のならば、私は彼（塔）を１の点でみる。；私はそこに杭を置く；それか

ら、私は塔の近くへ行き、私は彼を２の点で見る、そして、私は別の杭を

置く；そして、私は１２に対する１が彼であることをもつ。そして、この

ことより、私はそれ（塔と一つ目の杭の間）が彼の１２のサイズと発見す

る。そして、私は、彼が 12 に対する２であることを、持つので、あなた
はそれを６のサイズと発見する。そして、あなたは６から１２までは６だ

と発見すべきだ。まさに、2つの杭の間は高度の６倍である。そして、 
最初に１の高度であなたは杭を置き；その後、あなたは２で彼を見て、別

の杭を置いた；それより杭の間が 60フィートと発見した。；それより、あ
なたは、10は６個に分けた 60と発見すべきだ。そして、10フィートが塔
の高度になる。別の点に対しても、umbra versaにおいてこのようにして
それは満たされる。：私は第一に２にセットし、第二に３にセットする。；

そしたら、あなたは２が６に分けた１２；そして 3が 4に分けた 12と発
見すべきだ。；それより、６は４を２だけ超えるので、；2 つの杭の間は、
塔の高度の２倍である。そしてもし差が３なら３倍にすべきだ。；そして、

このようにして、あなたは 2から 12まで作業しなければならない。；そし
て、もしそれが４なら 4倍、５なら 5倍；等。 
 
＜ワークシート 問題３＞ 
（１） 今度も、チョウサーの書いているアストロラーベの使用法を推測

し、図を書き、私たちの数学を用いることで説明しよう。 
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5．今日のまとめ 
 
・ ジェフェリー・チョウサーの考えを理解することで、アストロラーベ

によって「高度＝  ・  」を求めた。 
・角度は長さに比べて、「             」ときに便利。 
 
 
 
6．次回予告 
 
 角度が、長さに比べて便利な一面を持っていることを学んだが、それは、

実際にどういったことで役立っているのだろうか？ 
  
 その答えを、次の時間に学ぶことにしよう。 
 
 

 - 10 - 


